
第
二
号
ロ
の
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

株
式
会
社
ス
ウ
ィ
ン
グ
ベ
ー
カ
リ
ー

千
葉
県
印
西
市
松
崎
台
一
丁
目
一
番
地
十
一

パ
ン
製
造

第
二
号
の
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

株
式
会
社
ま
す
の
井

大
分
県
豊
後
大
野
市
三
重
町
市
場
九
十
五
番
地

ホ
テ
ル
業
務

第
二
号
の
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

有
限
会
社
吉
川
屋

福
島
県
福
島
市
飯
坂
町
湯
野
字
新
湯
六
番
地

ホ
テ
ル
業
務

平成™œ年›月œ日 金曜日 第�—™—号官 報

別
表
「
２
m

個
人
」
に
次
を
加
え
る
。

e
ヨ
ン
・
チ
ョ
ン
ナ
ム

Y
O
'N

C
H
O
'N

G
N
A
M

役
職
：
コ
リ
ア
・
マ
イ
ニ
ン
グ
・
デ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
・
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン（

K
O
M
ID
）

代
表

C
h
ie
f
R
e
p
re
se
n
ta
tiv

e
fo
r
th
e
K
o
re
a
M
in
in
g
D
e
v
e
lo
p
m
e
n
t
T
ra
d
in
g
C
o
rp
o
ra
tio

n
(K

O
M
ID

)

Ĉ
コ
・
チ
ョ
ル
チ
ェ

K
O

C
H
'O
'L
-C
H
A
E

役
職
：
コ
リ
ア
・
マ
イ
ニ
ン
グ
・
デ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
・
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン（

K
O
M
ID
）

副
代
表

D
e
p
u
ty

C
h
ie
f

R
e
p
re
se
n
ta
tiv

e
fo
r

th
e

K
o
re
a

M
in
in
g

D
e
v
e
lo
p
m
e
n
t

T
ra
d
in
g

C
o
rp
o
ra
tio

n

(K
O
M
ID

)

D̂
ム
ン
・
チ
ョ
ン
チ
ョ
ル

M
U
N

C
H
O
'N

G
-C
H
'O
'L

役
職
：
タ
ン
チ
ョ
ン
・
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
・
バ
ン
ク
（

T
C
B
）
職
員

T
a
n
c
h
o
n
C
o
m
m
e
rc
ia
l
B
a
n
k
(T

C
B
)
o
ffic

ia
l

〇
法
務
省
告
示
第
百
三
十
六
号

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
七
条
第
一
項
第
二
号
の
基
準
を
定
め
る
省
令
（
平
成
二
年
法
務
省
令
第
十
六
号
）

の
表
の
法
別
表
第
一
の
二
の
表
の
技
能
実
習
の
項
の
下
欄
第
一
号
ロ
に
掲
げ
る
活
動
の
項
下
欄
第
二
十
九
号
の
規
定
に

基
づ
き
、
平
成
二
十
二
年
八
月
二
十
日
法
務
省
告
示
第
四
百
二
十
一
号
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
五
年
四
月
五
日

法
務
大
臣

谷
垣

禎
一

第
二
号
イ
の
表
株
式
会
社
ス
ウ
ィ
ン
グ
ベ
ー
カ
リ
ー
の
項
を
削
る
。

〇
法
務
省
告
示
第
百
三
十
七
号

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
七
条
第
一
項
第
二
号
の
基
準
を
定
め
る
省
令
（
平
成
二
年
法
務
省
令
第
十
六
号
）

の
表
の
法
別
表
第
一
の
二
の
表
の
技
能
実
習
の
項
の
下
欄
第
一
号
ロ
に
掲
げ
る
活
動
の
項
下
欄
第
二
十
九
号
の
規
定
に

基
づ
き
、
平
成
二
十
二
年
十
月
八
日
法
務
省
告
示
第
五
百
二
十
一
号
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
五
年
四
月
五
日

法
務
大
臣

谷
垣

禎
一

〇
法
務
省
告
示
第
百
三
十
八
号

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
七
条
第
一
項
第
二
号
の
基
準
を
定
め
る
省
令
（
平
成
二
年
法
務
省
令
第
十
六
号
）

の
表
の
法
別
表
第
一
の
二
の
表
の
技
能
実
習
の
項
の
下
欄
第
一
号
ロ
に
掲
げ
る
活
動
の
項
下
欄
第
二
十
九
号
の
規
定
に

基
づ
き
、
平
成
二
十
三
年
三
月
三
日
法
務
省
告
示
第
九
十
三
号
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
五
年
四
月
五
日

法
務
大
臣

谷
垣

禎
一

〇
外
務
省
告
示
第
百
十
六
号

平
成
二
十
五
年
三
月
十
八
日
に
ハ
ノ
イ
で
、
ベ
ト
ナ
ム

社
会
主
義
共
和
国
政
府
に
対
す
る
贈
与
に
関
す
る
次
の
概

要
の
書
簡
の
交
換
が
ベ
ト
ナ
ム
社
会
主
義
共
和
国
政
府
と

の
間
に
行
わ
れ
た
。

１

援
助
の
目
的
及
び
内
容

経
済
社
会
開
発
努
力
推
進

に
寄
与
す
る
た
め
、
両
政
府
の
関
係
当
局
が
合
意
す
る

生
産
物
及
び
役
務
を
購
入
す
る
た
め
の
資
金
の
贈
与

２

贈
与
額

六
億
円

３

署
名
者

日

本

側

谷
Ä
泰
明
在
ベ
ト
ナ
ム
大
使

ベ
ト
ナ
ム
側

ブ
イ
・
ヴ
ァ
ン
・
テ
ィ
ン

ホ
ア
ビ
ン

省
人
民
委
員
長

平
成
二
十
五
年
四
月
五
日

外
務
大
臣

岸
田

文
雄

〇
外
務
省
告
示
第
百
十
七
号

平
成
二
十
五
年
三
月
十
八
日
に
ハ
ノ
イ
で
、
ベ
ト
ナ
ム

社
会
主
義
共
和
国
政
府
に
対
す
る
贈
与
に
関
す
る
次
の
概

要
の
書
簡
の
交
換
が
ベ
ト
ナ
ム
社
会
主
義
共
和
国
政
府
と

の
間
に
行
わ
れ
た
。

１

援
助
の
目
的
及
び
内
容

経
済
社
会
開
発
努
力
推
進

に
寄
与
す
る
た
め
、
両
政
府
の
関
係
当
局
が
合
意
す
る

生
産
物
及
び
役
務
を
購
入
す
る
た
め
の
資
金
の
贈
与

２

贈
与
額

二
億
円

３

署
名
者

日

本

側

谷
Ä
泰
明
在
ベ
ト
ナ
ム
大
使

ベ
ト
ナ
ム
側

デ
ィ
ン
・
ヴ
ァ
ン
・
ト
ゥ

ク
ア
ン
ナ

ム
省
人
民
委
員
会
副
委
員
長

平
成
二
十
五
年
四
月
五
日

外
務
大
臣

岸
田

文
雄

〇
文
化
庁
告
示
第
十
二
号

著
作
権
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
五
年
政
令
第
三
百
三
十

五
号
）
第
二
条
第
一
項
第
二
号
に
基
づ
き
、著
作
権
法（
昭

和
四
十
五
年
法
律
第
四
十
八
号
）
第
三
十
七
条
第
三
項
の

視
覚
障
害
者
等
の
た
め
の
複
製
又
は
自
動
公
衆
送
信
が
認

め
ら
れ
る
者
と
し
て
、
次
に
掲
げ
る
者
を
平
成
二
十
五
年

三
月
十
二
日
付
け
で
指
定
し
た
の
で
、
同
令
第
二
条
第
二

項
に
基
づ
き
告
示
す
る
。

平
成
二
十
五
年
四
月
五
日文

化
庁
長
官

近
藤

誠
一

音
訳
の
会

葉
山
や
ま
ば
と

〇
文
化
庁
告
示
第
十
三
号

著
作
権
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
五
年
政
令
第
三
百
三
十

五
号
）
第
二
条
第
一
項
第
二
号
に
基
づ
き
、著
作
権
法（
昭

和
四
十
五
年
法
律
第
四
十
八
号
）
第
三
十
七
条
第
三
項
の

視
覚
障
害
者
等
の
た
め
の
複
製
又
は
自
動
公
衆
送
信
が
認

め
ら
れ
る
者
と
し
て
、
次
に
掲
げ
る
者
を
平
成
二
十
五
年

三
月
十
二
日
付
け
で
指
定
し
た
の
で
、
同
令
第
二
条
第
二

項
に
基
づ
き
告
示
す
る
。

平
成
二
十
五
年
四
月
五
日文

化
庁
長
官

近
藤

誠
一

音
訳
い
い
づ
か

〇
外
務
省
告
示
第
百
十
五
号

外
務
省
告
示
平
成
二
十
一
年
第
二
百
九
十
七
号
に
関
し
、
平
成
二
十
五
年
三
月
七
日
、
国
際
連
合
安
全
保
障
理
事
会

が
、
同
理
事
会
決
議
第
二
千
九
十
四
号
に
お
い
て
、
同
理
事
会
決
議
第
千
七
百
十
八
号
８
（
ｄ
）
に
定
め
ら
れ
た
資
産

凍
結
等
の
措
置
の
対
象
と
な
る
北
朝
鮮
の
核
関
連
、
そ
の
他
の
大
量
破
壊
兵
器
関
連
及
び
弾
道
ミ
サ
イ
ル
関
連
計
画
に

関
与
す
る
者
を
新
た
に
指
定
し
た
こ
と
に
基
づ
き
、
国
際
連
合
安
全
保
障
理
事
会
決
議
に
基
づ
く
資
産
凍
結
等
の
措
置

の
対
象
と
な
る
北
朝
鮮
の
核
関
連
、
そ
の
他
の
大
量
破
壊
兵
器
関
連
及
び
弾
道
ミ
サ
イ
ル
関
連
計
画
に
関
与
す
る
者
を

指
定
す
る
件
（
平
成
二
十
一
年
外
務
省
告
示
第
二
百
九
十
七
号
。
な
お
、
平
成
二
十
一
年
外
務
省
告
示
第
三
百
九
十
二

号
、
平
成
二
十
四
年
外
務
省
告
示
第
百
七
十
四
号
及
び
平
成
二
十
五
年
外
務
省
告
示
第
四
十
一
号
に
よ
り
改
正
が
行
わ

れ
て
い
る
。）の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
五
年
四
月
五
日

外
務
大
臣

岸
田

文
雄

別
表
「
１
m

団
体
」
に
次
を
加
え
る
。

Ĵ
セ
コ
ン
ド
・
ア
カ
デ
ミ
ー
・
オ
ブ
・
ナ
チ
ュ
ラ
ル
・
サ
イ
エ
ン
シ
ー
ズ

（
別
称
：
セ
コ
ン
ド
・
ア
カ
デ
ミ
ー
・
オ
ブ
・
ナ
チ
ュ
ラ
ル
・
サ
イ
エ
ン
シ
ー
ズ
；
チ
ェ
・
２
・
チ
ャ
ヨ
ン
・

ク
ァ
ハ
グ
ォ
ン
；
ア
カ
デ
ミ
ー
・
オ
ブ
・
ナ
チ
ュ
ラ
ル
・
サ
イ
エ
ン
シ
ー
ズ
；
チ
ャ
ヨ
ン
・
ク
ァ
ハ
グ
ォ
ン
；
ナ

シ
ョ
ナ
ル
・
デ
フ
ェ
ン
ス
・
ア
カ
デ
ミ
ー
；
ク
ッ
パ
ン
・
ク
ァ
ハ
グ
ォ
ン
；
セ
コ
ン
ド
・
ア
カ
デ
ミ
ー
・
オ
ブ
・

ナ
チ
ュ
ラ
ル
・
サ
イ
エ
ン
シ
ー
ズ
・
リ
サ
ー
チ
・
イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
ト
；
サ
ン
ス
リ
）

S
E
C
O
N
D

A
C
A
D
E
M
Y

O
F
N
A
T
U
R
A
L
S
C
IE

N
C
E
S

(a
.k
.a
.
2
N
D

A
C
A
D
E
M
Y

O
F

N
A
T
U
R
A
L

S
C
IE

N
C
E
S
;
C
H
E

2
C
H
A
Y
O
N

K
W

A
H
A
K
W

O
N

;

A
C
A
D
E
M
Y

O
F

N
A
T
U
R
A
L

S
C
IE

N
C
E
S
;
C
H
A
Y
O
N

K
W

A
H
A
K
-W

O
N

;
N
A
T
IO

N
A
L

D
E
-

F
E
N
S
E

A
C
A
D
E
M
Y

;
K
U
K
P
A
N
G

K
W

A
H
A
K
-W

O
N

;
S
E
C
O
N
D

A
C
A
D
E
M
Y

O
F

N
A
T
U
R
A
L

S
C
IE

N
C
E
S
R
E
S
E
A
R
C
H

IN
S
T
IT

U
T
E
;
S
A
N
S
R
I)

所
在
地
：
北
朝
鮮
平
壌
特
別
市

K̂
コ
リ
ア
・
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
・
エ
ク
イ
ッ
プ
メ
ン
ト
・
イ
ン
ポ
ー
ト
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

K
O
R
E
A

C
O
M
P
L
E
X

E
Q
U
IP

M
E
N
T

IM
P
O
R
T

C
O
R
P
O
R
A
T
IO

N

所
在
地
：
北
朝
鮮
平
壌
特
別
市
普
通
江
区
域
楽
園
洞

š
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